ようで あるが、 ほととぎすの 場合で も はたして 同様で 

あるか、 どうか は 疑わしい。 前者 は 静止して 鳴く らし 

いのに 後者 は 多くの場合に は 飛びながら 鳴く ので、 鳴 

き 終わった ころに はもう 別の 場所に 飛んで 行って いる 

めす 

勘定で ある。 雌が 鳴き声 をた よりにして、 近寄る に は 

はなはだ 不便で ある。 

この 鳴き声の 意味 を いろいろ 考えて いたと きに ふと 

思い浮かんだ 一 つの 可能性 は、 この 鳥が この 特異な 

啼 音を立てて、 そうして その 音波が 地面 や 山腹から 反 

射して 来る 反響 を 利用して、 いわゆる 「反響 測深 法」 

(ecls-sounding) を 行なって いるので はない かとい 



うこと である。 

自分の 目測した ところでは ほととぎすの 飛ぶ の は 低 

くて 地上 約 百メ— トル か 高くて 一 一 百メ— トルのと ころ 

であるら しく 見えた。 かりに 百 七十 メ ） ^ル 程度と す 

ると 自分の 声が 地上で 反射され て 再び 自分の 所へ 帰つ 

て 来る のに 約 一秒 かかる。 ところが おもしろい ことに 

は 「テツ ペン カケタ 力」 と 一 回 鳴く に 要する 時間が ほ 

ぼ 二 秒 程度で ある。 それで 第一 声の 前半の 反響が ほぼ 

その 第 一 声の 後半と 重なり合って 鳥の 耳に 到着す る 勘 

定 である。 従って 鳥の 地上 高度に よって 第一声 前半の 

反響と その後 半と がいろい ろの 位相で 重なり合って 来 



こうした 研究の 結果い かんに よって は、 ほととぎす 

の 声 を 「テツ ペン カケタ 力」 と 聞いたり、 ほお じろ の 

いっぴ つけい じょうつ かまつ リ そろ 

さえずり を 「 一 筆 啓上 仕 候」 と 聞いたり する こと 

が、 うつかり は 非科学的 だと 言って 笑われない ことに 

なる かもしれ ない。 ともかくも、 人間の 音声に 翻訳し 

た 鳥の 鳴き声と、 本物との レコ ー ド をたん ねんに 比較 

してみ ると いう 研究 も それほど つまらない 仕事で はな 

い であろうと 思われる ので ある。 

(昭和 九 年 十月、 科学知識) 
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